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動点 P が、 Aまたは B と一致するとき、 0 BPAP であるから、 

BPAP  , として考える。 

 

円周角の定理により、 APBsin は一定である。 

正弦定理により r
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一方、点 P と定弦 ABの距離を hとすると、△ APBの面積は、 lhhlS  2
2
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であるから 
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)(2 22 lrrrBPAP  であるとき 22 lrrh   

)(2 22 lrrrBPAP  となるのは、点 P と定弦 ABの距離が、 22 lrr  であるとき。……(答) 

 

 

(注) 

22 lr  は、定弦 ABと、円の中心との距離である。 

)(2 22 lrrrBPAP  となる点 P は、 rl 0 であれば 3つ存在し、 rl  であれば 2つ存在する。 
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